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飯沼珠実 個展 
『Salut, Mr Bruno Taut』 

 

■会　　期​ 2026年8月29日（土）〜 2026年9月26日（土） 
■会　　場​ KANA KAWANISHI PHOTOGRAPHY　 

〒106-0031 東京都港区西麻布2-7-5 ハウス西麻布 5F |  TEL: 03-5843-9128 
■開　　廊​ 水曜日〜土曜日 13:00〜18:00 （日・月・火・祝休廊） 

 
 

 
 

▼オープニングレセプション 
 

2026年8月29日（土）17:00〜18:00 
 

 
 

 
Wohnanlage Ossastrasse 

from the series Salut, Mr Bruno Taut | 2010 | archival pigment print | 841 × 594 mm 
© Tamami Iinuma, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
KANA KAWANISHI PHOTOGRAPHYは、2026年8月29日（土）より飯沼珠実個展『Salut, Mr 
Bruno Taut』を開催いたします。 
 
本展は、飯沼珠実による同名写真集『Salut, Mr Bruno Taut』の刊行記念展覧会です。飯沼は、ラ
イプツィヒ／パリ／東京の三都市に活動拠点をおき、建築／写真／出版のメディウムを自身の身
体を通して論理的に構築しながら、発表活動を行ってきました。本シリーズでは、建築家ブルー
ノ・タウトが1920〜30年代にドイツで手がけた「ジードルング（集合住宅）」を被写体に、2010
年から2014年にかけてベルリンおよびマクデブルクで撮影された作品を発表します。 
 
2008年にベルリンへ移住した飯沼は、市内の周縁部に点在する集合住宅を訪ね歩きながら、長い
時間をかけてその風景を撮影していきました。そこで見つめられているのは、近代建築の造形や
構造を記録することだけではありません。壁面の色彩、窓辺の気配、駐車された車、塗り替えら
れた跡、そして建物とともに時を重ねてきた木々。そうした細部を通して、建築が今日まで人々
の暮らしのなかで使われ続けてきた時間と、その蓄積のありようが浮かび上がります。 

■ 画像データのご依頼等は下記までご連絡下さい ■ 
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飯沼にとってこれらの写真は、タウトに向けて「あなたの建物は、いまこのように住まわれてい
ます」と伝える手紙やポストカードのようなものでもあります。撮影場所として選ばれたのは、
建物とのあいだに会話が成立する場所。既存のいわゆる「建築写真」から距離を取りながら、タ
ウトに一枚の便りを届けるように撮影された写真は、いわば建築をめぐるスケッチといえるで
しょう。スケッチは最初の一度きりのものであり、二度目の描き直しや清書は成立しない—その
感覚が、一枚一枚の写真に固有の即時性を与えています。 
 
ベルリンでは曇天の日が多く、撮影はしばしば厚い雲の下で行われました。その結果、空の柔ら
かな明るさと、建物に施された鮮やかな色彩とのあいだに、心地よいコントラストが生まれてい
ます。それらの色彩が、1930年代から現在までこの街に存在していたという事実は、飯沼にとっ
て純粋な驚きであり、高揚でもありました。厳しいベルリンの冬を、鮮やかな色彩によって少し
でも元気に乗り越えていこうとしたタウトの意図とも響き合う風景です。 
 
撮影初期には、ポートレート撮影に用いられることの多い中判カメラ「Mamiya RZ67」が使用さ
れていました。飯沼にとって建築は、単なる構造物ではなく、人と等しい存在感を持つ対象とし
て立ち現れていたといいます。一方で、氷点下のベルリンで繰り返されたフィルムの不調や現像
トラブルを経て、制作は次第にデジタルへと移行していきました。こうした撮影手法の変化もま
た、本シリーズに流れる時間の一部として刻まれています。 
 
本作において、建物と並んで重要な被写体となっているのが、敷地内に植えられた木々です。建
物の完成後に植えられ、長い年月を経て成長したそれらの木々は、建築の歴史を語る役者のよう
に、その場に佇んでいます。建物の壁面や樹木、そこに生じた陰影や距離感は、視覚的な情報に
とどまらず、見る者の身体感覚にも働きかけます。壁面が集積されたような写真集を読み終えた
あと、街に出ると、実際の壁がこちらへ迫ってくるように感じられる—そのような触覚性もま
た、本シリーズの特徴のひとつです。 
 
英語とフランス語が混在するタイトル『Salut, Mr Bruno Taut』には、国際色豊かな現代ベルリン
で、ドイツのみならずさまざまな背景を持つ人々と、不完全な複数の言語を交えながら会話を重
ねてきた、飯沼自身の経験にもとづく言語感覚が反映されています。また、日本とも深い縁を持
つドイツの建築家タウトをめぐる本作において、ひとつの言語に統一するのではなく、複数の言
語が交差する状態そのものをタイトルに残したいという意図も込められています。 
 
日本への亡命経験を持ち、日本文化への深い関心を抱いていたブルーノ・タウトと、東京に生ま
れ育ちベルリンへ渡った飯沼。異なる時代と土地を生きた二人の視線は、建築と都市の風景を介
して交差していきます。建築や都市の風景に残された時間の層、そのなかで営まれてきた人々の
暮らし、そして建物との対話から生まれた一度きりのスケッチ。飯沼珠実の写真を通して立ち上
がる、タウトの建築と、時を経てなお息づくベルリンの風景を、ぜひご覧ください。 
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from the series Salut, Mr Bruno Taut 
2010 or 2011 | archival pigment print | © Tamami Iinuma, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
 

▼作品集『Salut, Mr Bruno Taut』 
 

 

 

著・写真・編集：飯沼珠実 
文章：Thibaut du Ruyter、飯沼珠実 
デザイン：芝野健太 
印刷：株式会社ライブアートブックス 
発行：建築の建築 
サイズ：191×144mm (A5変型) 
仕様：64頁、写真40点収録、4C、三つ目綴じ 
ISBN：978-4-9911475-5-5 
 
¥5,500（税込） 
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写真と住処―「建築の建築」について 
 

 

 
建築を人間のように感じること。 

 

生まれ育った東京で、2010年代を過ごしたベルリン、ライプツィヒで、また旅先のさまざまな都

市で、わたしはこの感覚を頼りに写真を撮ってきた。物質としての建築物は静かで冷たい。しか

し時々、どうしようもなく、親しみや愛着、尊敬や憧れにも似たような気持ちが湧き上がること

がある。それはそこに潜在する人々の営みの記憶や蓄積された歴史、あるいは歴史にならない小

さな物語の数々が、「建築の想像力」となって、わたしたちを創作や思考にかき立てるためだろ

う。 

 

わたしは建築の写真を撮るとき、三脚を立てることはあまりない。カメラを手に持ち、スナップ

写真のように撮る。 

 

壁と天井の結節点たる部屋の角。扉や壁の構成から浮かび上がる、図面にはない幾何学の面。数

え切れないほどの足跡が行き来した床。建築物全体を捉えるには心許ない断片にレンズが向かう

のは、その断片性が、建築の外に広がる風景を想起させるからだと思う。 

 

わたしにとって建築の断片とは、空間や時間を飛び越えるための「通路」の入り口のようなもの

だ。その通路は、建築物から歴史や物語へ、現在から過去や未来につながっている。わたしが写

真のプリントのみならずアーティストブックを制作するのは、その「通路」にかたちを与えたい

という気持ち、そうやって「通路」の先を進んでみる、その冒険の楽しさを他者に伝えたいとい

う気持ちがあるからなのかもしれない。 

 

人間が「住処」に生きるように、建築物はその外に広がる都市や風景という住処に暮らしている

―このような住処をめぐる入れ子構造の経験を、わたしは「建築の建築」としてみつめている。

それを写真で捉えることができた時、わたしはなにかの「内側」にいると感じ、そこでは実感を

もって呼吸をしていることに気が付く。写真行為の痕跡に、自分の建築、住処がたちあがってい

くようなのだ。 

 

わたしたちは、誰もがそういう場所を必要としている。わたしは、これからも建築をみつめ、写

真を撮り、本をつくり、自分が生きる世界のことを確かめながら、自分の住処を大切にしていき

たい。 

 

飯沼珠実  
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アーティストプロフィール 
 

 

 

飯沼珠実（いいぬま・たまみ） 

 
東京都世田谷区生まれ。「建築の建築」をテーマに、人々の記憶の集積としての建築物、建築物の住処と
しての都市や風景を被写体として写真撮影に取り組む。2008年から一年間、ライプツィヒ視覚芸術アカデ
ミーに留学、2013年までライプツィヒに在住（2010年度ポーラ美術振興財団在外研修員）。2014年から一年
間、シテ・アンテルシオン・デ・ザール・パリに滞在。2018年、東京藝術大学大学院美術研究科博士後期
課程修了。2020年、版元『建築の建築』を設立。現在は東京を拠点に活動。 
 
主な個展に「Salut, Mr Bruno Taut」（2026年、LAG [LIVE ART GALLERY]、東京）、「白くて小さな建築をめぐ
り」（2023年、岡谷蚕糸博物館・岡谷美術考古館、長野）、「第22回三木淳賞受賞作品展『JAPAN IN DER DDR －
東ドイツにみつけた三軒の日本の家』」（2021年、ニコンプラザ東京）、「JAPAN IN DER DDR—東ドイツに
みつけた三軒の日本の家」（2020年、大阪ニコンサロン／2019年、銀座ニコンサロン）、「Japan in der DDR - 東ド
イツにみつけた三軒の日本の家/二度消された記憶」（2019年、KANA KAWANISHI PHOTOGRAPHY、東京）、
「建築の瞬間／momentary architecture」（2018年、ポーラ美術館 アトリウム・ギャラリー、神奈川）、「建築の建築 
House of Architecture」（2017年、六本木ヒルズクラブ、東京）、「三つ目の建築—書籍、住居そして森」（2016

年、POST、東京）、「JAPAN IN DER DDR」（2016年、Motto Berlin、ドイツ・ベルリン）など。 
 
グループ展に「Seen, Remembered, Unmake みる・記憶する・ほどく—視点と痕跡」（2026年、KANA 

KAWANISHI GALLERY、東京）、「扉は開いているか—美術館とコレクション1982-2022」（2022年、埼玉県立近

代美術館、埼玉）、「Von Ferne. Bilder zur DDR」（2019年、Museum Villa Stuck Munich、ドイツ・ミュンヘン）、「
Requiem for a Failed State」（2018年、Halle 14、ドイツ・ライプツィヒ）、「Publishing as an Artistic Toolbox 
1989-2017」（2017年、Kunsthalle Wien、オーストリア・ウィーン）、「3 days exhibition」（2017年、セゾンアートギャ

ラリー、東京）など。 
 
作品集に新刊『Salut, Mr Bruno Taut』（2026年、建築の建築）、『JAPAN IN DER DDR』（2019年、自費出

版）、『建築の建築 House of Architecture』（2016年、limArt刊）、『Landscape in Modern Architecture』（

2013年、自費出版）など。 
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